
 

 

 

 

 

 

 

先日ある会合で国政調査による県内市町村の人口推移の資料を入手しましたので、改めて特に

「長崎市に編入した町」に注視し精査してみました。 

すると旧町毎に減少率は当然ながら、どの時点で減少に転じたか、減少幅等に大きく差があるこ

とがわかりました。数字を見て改めて驚きました。S50 と S60 では総人口の減少は微減ですが、 

高齢化は確実に進んでいることがわかります。中長期的視点に立って、より有効な人口減少対策に

取り組まねばなりません。そのためには「覚悟」も必要です。 

皆さんも是非、表の数字を旧町毎に追って見てみてください。 
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◆長崎市全体と旧町の人口推移 

※若＝若年者比率（15～29 才） ※高＝高齢者比率（65 才以上） ※S50 における旧長崎市の人口は 450,194 人 

 
  長崎市 若 高 香焼 若 高 伊王島 若 高 高島 若 高 

S35 467,835  25.5  4.8  8,936  22.0  3.6  7,266  22.2  3.7  20,938  22.5  2.6  

S50 ※505,835 26.2  7.5  5,506  25.9  8.9  1,887  29.7  18.0  8,232  15.2  5.9  

S60 505,566  21.2 10.5  5,217  16.3  13.6  1,403  15.4  22.1  5,923  15.7  8.3  

H27 429,508  14.1  28.6  3,601  11.4  32.7  689  6.0  48.9  382  4.2  51.3  

  野母崎 若 高 三和 若 高 外海 若 高 琴海 若 高 

S35 13,878  16.0  7.5  8,670  18.7  7.6  12,600  20.9  7.5  8,400  20.4  8.6  

S50 10,693  22.4  12.7  8,510  26.1  10.6  12,485  12.2  9.1  8,328  21.8  11.8  

S60 9,980  16.2  17.4  11,239  17.6  11.1  11,775  17.1  11.5  10,647  17.6  12.2  

H27 5,249  8.2  44.5  10,562  9.2  36.2  3,952  7.6  50.8  11,919  12.9  31.4  

 
◆人口最多（S35 以降）から H27 の減少率 

 
長崎市 505,835  (S50) ▲ 15.0 

香焼 8,936  (S35) ▲ 59.7 

伊王島 7,266  (S35) ▲ 90.5 

高島 20,938  (S35) ▲ 98.1 

野母崎 13,878  (S35) ▲ 62.1 

三和 12,904  (H7) ▲ 18.1 

外海 13,828  (S40) ▲ 71.4 

琴海 12,649  (H12) ▲ 5.7 

 

◆人口減少率の高い地区の人口推移 
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